
令和 4 年（2022 年）4 月 15 日        会報「シルバーだより」               第 156 号 

(1)     新型コロナウィルス感染予防にみんなで取り組みましょう！ 

                              

      

会
員
の
皆
様
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ

ら
ず
セ
ン
タ
ー
の
就
業
や
活
動
に
ご
活
躍
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
令
和
３
年
度
は
、
そ
の
大
半
の
期
間
が
「
緊

急
事
態
宣
言
」
発
出
と
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
」
適
用
と
な
る
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
状
況
に
多
く
の
活
動
が
影
響
を
受
け

た
１
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
事
業
の
維
持
・
拡
大
と
最
終
年
度
を
迎
え

た
第
２
次
中
期
事
業
計
画
の
達
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
令
和
４
年
度

か
ら
の
新
た
な
計
画
「
経
営
５
ヶ
年
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
の
セ
ン
タ
ー
運
営
と

な
り
ま
す
が
、
令
和
４
年
度
は
「
経
営
５
ヶ
年

計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
会
員
数
と

就
業
率
の
数
値
目
標
の
達
成
と
会
員
増
強
や
事

業
拡
大
な
ど
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
、
以
下
の

項
目
を
事
業
計
画
の
活
動
計
画
と
し
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

【
会
員
増
強
】 

入
会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
市
内
全
域
配

布
や
市
広
報
へ
の
入
会
説
明
会
開
催
日
程
記

事
の
掲
載
な
ど
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
入

会
登
録
申
込
受
付
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
簡
便
化

や
女
性
の
入
会
増
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強 

化
し
ま
す
。
ま
た
、
登
録
会
員
の
交
流
や
相 

談
に
関
す
る
施
策
を
検
討
し
、
登
録
継
続
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

     
  

【
普
及
啓
発
】 

 

「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」
な
ど
の
交
流
機
会
や

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
、
セ
ン

タ
ー
の
事
業
・
活
動
の
周
知
を
進
め
る
と
と

も
に
、
会
員
向
け
ク
ラ
ウ
ド
・
サ
ー
ビ
ス
の

導
入
に
よ
り
登
録
会
員
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
提
供
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。 

【
就
業
】 

 

新
規
受
託
の
確
保
、
派
遣
事
業
の
拡
大
な

ど
新
た
な
就
業
機
会
の
開
発
・
開
拓
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
女
性
会
員
の
就
業
職
種
の

拡
大
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
検
討
な
ど

を
通
じ
た
就
業
率
の
向
上
、
平
均
年
齢
の
上

昇
を
ふ
ま
え
た
就
業
期
限
・
就
業
適
性
評
価

や
就
業
年
齢
の
検
討
を
行
い
ま
す
。 

【
安
全
就
業
】 

安
全
対
策
基
本
計
画
及
び
年
度
安
全
就 

業
推
進
活
動
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
管

理
推
進
委
員
会
の
も
と
、
会
員
が
健
康
で
安

全
に
就
業
で
き
る
よ
う
健
康
維
持
・
管
理
と

安
全
意
識
の
向
上
を
目
指
し
、
基
本
目
標
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。 

【
研
修
・
講
習
】 

就
業
開
拓
・
会
員
確
保
の
一
助
と
し
て
、

未
入
会
者
対
象
の
「
就
業
体
験
講
習
」
を
公

益
財
団
法
人
東
京
し
ご
と
財
団
と
共
催
す
る

と
と
も
に
、
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
運
営
・
信 

用
維
持
の
た
め
、
新
入
会
員
対
象
や
就
業
会 

      

員
、役
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。 

【
会
員
の
活
動
】 

会
員
の
責
務
と
し
て
の
地
域
貢
献
活
動

の
趣
旨
の
理
解
を
促
し
、
地
域
班
に
よ
る

「
小
学
校
低
学
年
児
童
下
校
時
通
学
路
安

全
見
守
り
活
動
」へ
の
会
員
の
協
力
拡
大
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、地
域
に
根
ざ
し
た
会

員
の
活
動
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、会
員
互
助
会
へ
の
支
援
等
を
通
じ

て
、会
員
の
交
流
機
会
の
拡
大
に
努
め
る
。

特
に
会
員
互
助
会
が
設
立
30
周
年
を
記
念

し
実
施
す
る
事
業
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。 

【
運
営
基
盤
の
強
化
】 

セ
ン
タ
ー
運
営
の
基
盤
と
な
る
役
職
員

体
制
の
整
備
や
経
常
収
益
・
補
助
金
の
確
保

の
た
め
、必
要
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。 

  

最
後
に
、
今
年
度
も
、
引
き
続
き
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
等
へ
の
対
応
が
必
要

で
あ
り
、会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、令
和
３
年
度
は
事
故
発
生
件
数
が
６

件
と
大
幅
な
減
少
と
な
り
、事
故
防
止
対
策
に

大
き
な
成
果
が
あ
っ
た
年
で
し
た
。例
年
の
こ

と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
「
事
故

０
」を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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第 156 号              会報「シルバーだより」         令和 4 年（2022 年）4 月 15 日 

        経営５ヶ年計画の達成に向けて会員の一致協力をお願いいたします。  (2) 
 

   
 令

和
３
年
８
月
に「
新
経
営
計
画
策
定
部

会
」
を
設
置
し
、
計
画
の
策
定
に
取
り
組

み
、
今
年
３
月
に
理
事
会
に
お
い
て
「
経

営
５
ヶ
年
計
画
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
そ

の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
策
定
の
目
的
】 

 
 

「
経
営
５
ヶ
年
計
画
」
は
、
当
セ
ン

タ
ー
の
今
後
５
ヶ
年
の
基
本
方
針
を
明

確
に
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
中
長
期
・

中
期
事
業
計
画
の
趣
旨
を
踏
襲
し
つ
つ
、

改
め
て
事
業
の
維
持
・
拡
大
、
会
員
の
活

力
あ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
充
実
、

運
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。 

 

【
計
画
期
間
】 

  
 

令
和
４
年
度
か
ら ８

年
度
の
５
ヶ
年 

 

【
計
画
項
目
】 

  
 

「
会
員
増
強
」、「
普
及
啓
発
」
、 

「
就
業
」、「
安
全
就
業
」、 

「
研
修
・
講
習
」、「
会
員
の
活
動
」、 

「
運
営
基
盤
の
強
化
」 

 

【
数
値
目
標
】 

  
 

会
員
数 

１
，
７
０
０
名 

  
 

就
業
率 

 
 
 

８
０
％ 

 

※ 

い
ず
れ
も
８
年
度
末
で 

 

         

【
計
画
項
目
の
概
要
】 

  

１ 

会
員
増
強 

  
 

入
会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
市
内 

全
域
配
布
の
継
続
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の

入
会
案
内
・
入
会
申
込
の
受
付
、
女

性
の
入
会
強
化
策
の
実
施
な
ど
の

会
員
増
強
施
策
、
会
員
互
助
会
事

業
や
相
談
窓
口
の
充
実
等
を
通
じ

た
登
録
継
続
施
策
に
取
り
組
み
ま

す
。 

 
 

２ 
普
及
啓
発 

  
 
 

「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」
の
活
用
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、

会
員
向
け
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
、効
果
的
な
広
告
媒
体
の
活
用
、

会
報
「
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
」
の
内
容

充
実
と
広
報
活
動
へ
の
活
用
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。 

  

３ 

就
業 

  
 

 

派
遣
事
業
の
拡
大
な
ど
就
業
開

拓
・
開
発
、
会
員
の
就
業
希
望
や
人

材
デ
ー
タ
の
把
握
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
な
ど
就
業
形
態
の
見
直
し

の
検
討
に
よ
る
就
業
率
の
向
上
、就

業
期
限
・
就
業
適
性
評
価
・
就
業
年

齢
の
検
討
、
そ
の
他
就
業
に
関
す
る 

調
査
研
究
・
情
報
収
集
に
取
り
組
み 

ま
す
。 

  

４ 

安
全
就
業 

  
 

 

安
全
就
業
強
調
月
間
な
ど
の
一

層
の
充
実
、事
故
分
析
・
危
険
予
知
、

研
修
会
・
講
習
会
の
開
催
、
安
全
就

業
基
準
に
基
づ
く
安
全
啓
発
等
を

通
じ
た
事
故
防
止
対
策
、会
員
の
健

康
管
理
に
取
り
組
み
ま
す
。 
  

５ 

研
修
・
講
習 

  
 

 

新
入
会
員
対
象
に
は
研
修
会
の

充
実
、
総
合
相
談
窓
口
の
活
用
、
就

業
会
員
対
象
に
は
意
識
啓
発
を
目

的
と
し
た
研
修
会
の
開
催
、役
職
員

対
象
で
は
外
部
研
修
へ
の
参
加
と

他
セ
ン
タ
ー
の
視
察
な
ど
内
部
研

修
の
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。 

  

６ 

会
員
の
活
動 

  
 

 

「
小
学
校
低
学
年
児
童
下
校
時

通
学
路
安
全
見
守
り
活
動
」へ
の
協

力
拡
大
な
ど
地
域
貢
献
、会
員
の
新

た
な
交
流
機
会
の
検
討
な
ど
会
員

交
流
に
取
り
組
み
ま
す
。 

  
 

７ 

運
営
基
盤
の
強
化 

  
 
 

役
員
と
職
群
班
長
・
地
域
班
長
の

連
携
の
強
化
、事
務
の
効
率
化
の
検

討
、適
正
な
役
職
員
体
制
の
整
備
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
対
応
、経
常

収
益
・
補
助
金
の
安
定
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。 

 

【
計
画
達
成
に
向
け
て
】 

  
 

計
画
の
達
成
の
た
め
に
は
、
着
実
な

進
行
管
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、年
度

ご
と
に
具
体
的
な
取
り
組
み
や
施
策

を
進
め
て
い
く
な
か
、
理
事
会
に
お
い

て
適
切
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

検
証
を
行
い
、改
善
と
見
直
し
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。 

 

※ 

計
画
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

     

セ
ン
タ
ー
で
は
会
員
数
の
減
少
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
経
営
５
ヶ
年
計
画
で
は

会
員
数
の
目
標
を
令
和
８
年
度
に
は
１
，

７
０
０
名
と
し
て
お
り
、現
在
の
会
員
数

か
ら
で
は
毎
年
50
名
以
上
の
会
員
増
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、会
員
増
強
の
取
り
組
み
を
積
極

的
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
が
、
会
員
の

皆
様
に
も
是
非
と
も
会
員
増
強
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

５
月
に
は
、
入
会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
市
内
全
域
配
布
な
ど
を
実
施
し
、入
会

説
明
会
も
他
の
月
よ
り
多
く
開
催
す
る

予
定
で
す
。 

 

ご
近
所
・
お
知
り
合
い
の
方
で
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
や
活

動
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
に
、
是
非

一
度
入
会
説
明
会
へ
の
出
席
を
お
勧

め
く
だ
さ
い
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

「
経
営
５
ヶ
年
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た  

会
員
増
強
に
ご
協
力
を
!! 



令和 4 年（2022 年）4 月 15 日        会報「シルバーだより」               第 156 号 

(5)     今年度もひとりひとりが「事故０」に取り組みましょう！ 

 

  

【
事
業
計
画
】 

 

「
会
員
増
強
」
、「
普
及
啓
発
」、「
就
業

(

就
業
開
拓
・
開
発
と
就
業
率
の
向
上)

」、

「
安
全
就
業
」、「
研
修
・
講
習
」、「
会
員

の
活
動(

地
域
貢
献
活
動
へ
の
協
力
拡
大

と
会
員
の
交
流
機
会
の
拡
大
検
討)

」
、

「
運
営
基
盤
の
強
化
」の
７
項
目
を
活
動

目
標
と
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。 

 

① 

会
員
増
強 

〇 

入
会
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の 

 

市
内
全
域
配
布
の
継
続 

〇 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
の
入
会
案
内
の
実
施 

と
入
会
申
込
の
受
付
実
施 

〇 

女
性
の
入
会
強
化
策
の
実
施 

〇 

会
員
の
口
コ
ミ
の
活
用 

〇 

会
員
互
助
会
と
の
連
携
を
通
じ
た 

会
員
交
流
の
強
化 

〇 

高
齢
会
員
・
未
就
業
会
員
へ
の
相 

談
窓
口
の
充
実 

な
ど 

 

② 

普
及
啓
発 

〇 

「
憩
い
の
サ
ロ
ン
」
の
活
用
を
通 

じ
た
セ
ン
タ
ー
事
業
・
活
動
の
周
知 

〇 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実 

〇 

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用 

し
た
情
報
提
供 

〇 

行
政
・
関
係
機
関
・
他
セ
ン
タ
ー 

と
の
連
携
等
に
よ
る
効
果
的
な
広 

告
媒
体
の
活
用
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ 

    

の
参
加
を
通
じ
た
宣
伝
活
動
の
実 

施 

な
ど 

 

③ 

就
業(

就
業
開
拓
・
開
発
と
就
業
率
の
向
上) 

 

〇 

会
員
の
ニ
ー
ズ
、
年
齢
等
の
状
況 

に
合
わ
せ
た
就
業
機
会
の
開
拓
・
提
供 

〇 

女
性
会
員
の
就
業
職
種
の
拡
大 

〇 

派
遣
事
業
の
拡
大 

〇 

新
規
事
業
や
欠
員
補
充
に
対
応
で 

き
る
組
織
づ
く
り
の
検
討 

〇 

総
合
相
談
窓
口
や
未
就
業
会
員
現 

況
調
査
等
に
よ
る
就
業
希
望
等
の 

的
確
な
把
握 

〇 
会
員
の
経
験
や
ス
キ
ル
の
把
握
に 

よ
る
就
業
提
供
並
び
に
就
業
開
拓
・ 

開
発
の
た
め
の
人
材
デ
ー
タ
の
充 

実 

〇 

就
業
希
望
者
へ
の
提
供
拡
大
を
目 

指
し
た
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
ン
グ
な
ど
就 

業
形
態
の
見
直
し
の
検
討
を
通
じ 

た
就
業
率
の
向
上 

〇 

平
均
年
齢
の
上
昇
、
会
員
数
や
年 

齢
分
布
の
状
況
に
基
づ
く
就
業
期 

限
・
就
業
適
性
評
価
・
就
業
年
齢
の 

検
討
な
ど 

 

④ 

安
全
就
業 

〇 

基
本
目
標 

◆ 

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す 

◆ 

安
全
就
業
へ
の
全
員
参
加 

◆ 

安
全
就
業
基
準
、
作
業
別
安 

全
就
業
基
準
の
遵
守
・
徹
底 

 

〇 

安
全
対
策
基
本
計
画
に
基
づ
く
安 

全
管
理
推
進
委
員
会
の
体
制
・
活
動 

内
容
、安
全
就
業
強
調
月
間
な
ど
施 

策
の
一
層
の
充
実 

〇 

事
故
現
場
の
確
認
や
事
故
原
因
の 

調
査
・
分
析
の
事
故
事
例
の
活
用
、 

職
群
班
・
職
場
ご
と
の
危
険
予
知
を 

通
じ
た
事
故
防
止
対
策
の
立
案
及 

び
実
施 

〇 

交
通
安
全
や
転
倒
防
止
な
ど
事
故 

 

防
止
啓
発
、Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
な
ど
危
機 

対
応
の
た
め
の
研
修
会
・
講
習
会
の 

定
期
的
な
開
催 

〇 

安
全
就
業
・
事
故
防
止
の
た
め
、 

定
期
的
な
健
康
診
断
の
受
診
奨
励 

な
ど
会
員
の
健
康
管
理
、転
倒
予
防 

講
習
等
を
通
じ
た
体
力
維
持
な
ど 

へ
の
取
り
組
み
の
充
実 

な
ど 

 

⑤ 

研
修
・
講
習 

〇 

新
入
研
修
会
の
充
実 

〇 

就
業
に
対
す
る
責
任
感
、
接
遇 

 

な
ど
の
意
識
啓
発
を
目
的
と
し
た 

研
修
会
の
定
期
的
な
開
催 

〇 

適
正
な
就
業
維
持
を
目
的
と
す
る 

職
群
班
単
位
の
会
議
・
研
修
を
通
じ 

た
発
注
者
へ
の
対
応
等
の
確
認 

〇 

就
業
職
種
拡
大
の
た
め
の
講 

習
受
講
促
進
、
人
材
の
確
保
・
育 

成
促
進
を
目
的
と
し
た
就
業
体 

験
講
習
の
開
催 

 

な
ど 

 

⑥ 

会
員
の
活
動 

〇 

「
小
学
校
低
学
年
児
童
下
校
時
通

学
路
安
全
見
守
り
活
動
」
へ
の
会
員 

 

の
協
力
拡
大 

〇 

「
地
域
共
生
」
や
「
支
え
合
い
」・

「
居
場
所
づ
く
り
」に
寄
与
す
る
活

動
の
検
討
・
実
施 

〇 

会
員
互
助
会
の
同
好
会
等
を
活
用 

し
た
会
員
交
流
の
機
会
拡
大
の
検
討 

〇 

会
員
互
助
会
設
立
30
周
年
を
記 

念
し
て
実
施
す
る
事
業
の
支
援 

な
ど 

 

⑦ 

運
営
基
盤
の
強
化 

〇 

役
員
と
職
群
班
長
・
地
域
班
長
の 

連
携
の
強
化 

〇 

事
務
の
効
率
化
の
検
討 

〇 

適
正
な
役
職
員
体
制
の
整
備 

〇 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
的
確
な
対

応
な
ど
経
常
収
益
・
補
助
金
の
確
保

に
基
づ
く
財
政
の
安
定 

 

な
ど 

 

【
収
支
予
算
】 

 

今
年
度
は
、契
約
金
額
の
目
標
を
８
億

９
，
３
６
５
万
円
と
し
、
そ
の
他
の
収
入

と
し
て
は
会
費
・
補
助
金
な
ど
で
公
益
目

的
事
業
会
計
・
収
益
事
業
等
会
計
・
法
人

会
計
の
収
益
は
約
９
億
６
，５
５
６
万
円
、

費
用
と
し
て
は
事
業
の
維
持
・
拡
大
、
普

及
啓
発
、
会
員
増
強
、
諸
会
議
開
催
、
運

営
、
事
務
局
業
務
、
職
員
人
件
費
等
を
計

上
し
、公
益
目
的
事
業
会
計
が
約
８
億
７
，

９
１
９
万
円
、
収
益
事
業
会
計
が
８
，
２

０
７
万
円
、
法
人
の
運
営
会
計
が
約
３
９

５
万
円
の
合
計
約
９
億
６
，５
２
１
万
円

と
な
り
、税
引
き
後
の
年
度
の
収
支
差
額

は
約
２
０
万
円
の
増
と
な
る
と
想
定
し
て

お
り
ま
す
。 

令
和
４
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
の
概
要  
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令
和
４
年
度
の
安
全
標
語
が
安
全
管

理
推
進
委
員
会
の
選
考
に
よ
り
決
定
し

ま
し
た
。 

 

な
お
、
最
優
秀
・
優
秀
・
佳
作
の
６
作

品
に
つ
い
て
は
、６
月
開
催
の
定
時
総
会

に
お
い
て
表
彰
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

最
優
秀
作
品 

 

 

思
い
や
る 

 
  

心
の
ゆ
と
り
で
事
故
は
無
し 

 
 

 
 

 
 

矢
口 

周
一 

会
員

優
秀
作
品 

 
 

慣
れ
る
ほ
ど 

 
  

基
本
を
見
直
す
習
慣
を 

 
 
 
 
 
 
 

水
本 

博
文 

会
員 

飛
び
出
す
な 

 
   

交
差
点
と
曲
が
り
角 

 
 
 
 
 
 
 

近
藤 

健
助 

会
員 

佳 

作 
 
 
 
 

 

無
理
す
る
な 

 
  

自
分
の
年
齢 

考
え
て 

 
 
 
 
 
 

樺
澤 
 

宏 

会
員 

急
が
な
い 

 
  

時
間
に
ゆ
と
り
事
故
防
ぐ 

 
 
 
 
 
 

内
野 

富
雄 

会
員 

思
い
込
み 

 
  

確
認
不
足
が
事
故
の
も
と 

 
 
 
 
 
 

池
本 

 

実 

会
員 

               

 

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー 

令
和
４
年
定
時
総
会
開
催
の
ご
案
内 

 

令
和
４
年
定
時
総
会
を
左
記
の
と
お

り
予
定
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
都
内
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
っ
て

は
、
会
場
を
変
更
す
る
た
め
、
開
催
日
も

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

記 
 

日
時 

令
和
４
年
６
月
24
日(

金) 
 
    

    
     

 

午
後
１
時 

場
所 

た
ま
し
ん
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ 

ホ
ー
ル(

立
川
市
民
会
館) 

 

※ 

詳
細
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。  

健
康
チ
ェ
ッ
ク
表
で 

自
己
チ
ェ
ッ
ク
を
‼  

 
 

今
年
度
も
、
就
業
確
認
書
交
付
時

に
、「
健
康
診
査
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
」

を
同
封
し
て
い
ま
す
。し
っ
か
り
し
た

健
康
管
理
は
、
皆
さ
ん
に
元
気
で
就

業
し
て
い
た
だ
く
基
本
で
す
。ご
自
身

の
健
康
状
態
を
自
覚
す
る
た
め
、お
送

り
し
た
書
類
に
記
載
し
て
い
る「
健
康

チ
ェ
ッ
ク
表
」で
是
非
自
己
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
が
あ
れ
ば
健

康
診
査
や
医
師
の
診
察
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

総
合
相
談
窓
口
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

総
合
相
談
窓
口
で
は
、
会
員
の
皆

様
か
ら
の
就
業
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
る
「
総
合
相
談
日
」
を
毎
月

１
回
開
設
し
て
い
ま
す
。
日
程
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
な
お
、
５

月
及
び
７
月
に
は
、
砂
川
分
室
で
も

開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

記 
 

５
月
11
日
、
６
月
８
日
、 

７
月
13
日 

 
 

い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で
。 

相
談
時
間
は
30
分
。 

相
談
申
込
先 
本
部
事
務
局
総
務
係 

 
 

527―
2204 

  

配
分
金
振
込
日
の
予
定 

 

こ
れ
か
ら
の
配
分
金
の
振
込
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

  
 

３
月
分 

 
 

４
月
20
日(

水) 
 
 

４
月
分 

 
 

５
月
20
日(

金) 
 
 

５
月
分 

 
 

６
月
20
日(

月) 
 
 

６
月
分 

 
 

７
月
20
日(

水) 

 

編 

集 

後 

記 

 
 

令
和
４
年
度
が 

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
よ
る
感
染
拡
大
で
は
、

会
員
の
感
染
や
濃
厚
接
触
者
該
当
の

報
告
が
相
次
ぎ
、職
場
の
中
に
は
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
の
調
整
に
ご
苦
労
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

今
号
の
記
事
に
も
あ
り
ま
す
と
お
り
、

今
年
度
は
「
経
営
５
ヶ
年
計
画
」
ス

タ
ー
ト
の
年
で
す
。
会
員
増
強
、
事
業

の
拡
大
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
。 

 

事
務
局
で
も
、
課
題
の
解
決
に
取
り

組
み
な
が
ら
、会
員
の
皆
様
へ
の
情
報

発
信
も
さ
ら
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
も
引
き
続
き
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

(

事
務
局)

 

令
和
４
年
度
安
全
標
語
決
定 

訃 

報
（ 

敬 

称 

略 

） 
 

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

柴
崎
町
地
区
班 

   

中
村 

恭
之 

羽
衣
町
第
２
班 

   

坂
本 

和
平 

曙
町
第
２
班 

 
   

小
林 

金
次
郎 

栄
町
第
３
班 

 
   

廣
田 

 

茂 

若
葉
町
第
１
班 

   

安
西 

一
夫 

 
 
 
 
 
 
 
   

大
久
保 

公
男 

柏
町
・
泉
町
第
１
班 

 
   

稲
川 

ヨ
シ 

砂
川
町
第
１
班 

   

三
好 

克
彦 

 
 
 
 
 
 
     

堀
部 

寛 

砂
川
町
第
４
班 

   

高
野 

 

担 
上
砂
町
地
区
班     

水
川 

次
朗 

一
番
町
・
西
砂
町
第
２
班 

 

島
津  

重
之 

 


